
地域魅力化型「新庄・最上ＬＩＮＫプロジェクト」

山形県立新庄北高等学校
 創立は１９００年

 基幹校として地域のリーダーを育成

 普通科５クラス（一般４、探究１）

 定時制、最上校キャンパス

最上地域
 １市４町３村

 地域内に大学、短大なし

 地域課題の先進地

 地域と学校との危機感の共有

最上地域・新庄市

令和３年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」全国サミット
２０２２（令和４）年１月２０日





事業の目的

 地域の未来を切り開く高い志と能力を持った『人財』を育成する

 ①探究心と地域の課題を解決する高い能力を持った人材

 ②郷土に対する誇りを持ち、社会や地域とつながる
意欲にあふれる人材

 ③Society5.0に変容する地域社会の中でＡＩやデータの力を
最大限活用し展開して地域を牽引していく人材

 長期的には：地域に人材が戻る「新たな人の流れ」を作り出す



事業の特色

①課題解決型から、地域の可能性発見型へ移行
 地域のマイナス面（地域に課題ばかり・・・）ではなく、

プラス面（今これがある・これができる）に目を向けさせる

 「地域の頼れる大人」と話し、つながる

②地域との連携体制
 「新庄・最上ジモト大学」発足から続く官民協働体制
 一般社団法人とらいあ

 最上総合支庁（県の現地機関）総務課連携支援室



特色①の例 総合的な探究の時間（１年次）

探究スキルトレーニング（１学期）個人活動
 スキルの練習を地域を題材に
 地域にあるもの自慢→もっとよくするアイデア

地域理解プログラム（２・３学期）グループ活動
 地域について本気で考えている大人と対等に話ができる
 地域にあるものの写真を撮影→わかることの整理・分析

 やってみたいこと（地域活性化・困りごとの解消など）を考える

 地域の大人の方にプレゼン

左：10月
下：２月



評価アンケートから（１年次の２月に実施）

 地域の大人との関わりが、
考えを大きく変えると思う。

 自分の生活と地域の活動が

関係していると思う。

H29 H30 R2

[1]とても 34.0% 36.4% 51.0%

[2]少し 50.0% 52.1% 43.1%

[3]あまり 13.3% 9.1% 5.3%

[4]全く 2.7% 2.4% 0.7%

H29 H30 R2

[1]とても 14.7% 20.0% 29.1%

[2]少し 46.7% 50.9% 53.0%

[3]あまり 34.7% 25.5% 14.6%

[4]全く 4.0% 3.6% 3.3%

H29

H３０

Ｒ2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H３０

Ｒ2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



特色②の例 地域との協働体制

新庄・最上ジモト大学(２０１７～)
 県の現地機関、最上総合支庁を核として

最上地域８市町村がそれぞれの特性を生かし、

高校生に地元の魅力を体験できるプログラムを実施

 「一般社団法人とらいあ」との協働事務局体制

 年々発展：高校生自らが企画運営するプログラム登場、

２０２０～オンライン講座の開始、

２０２１～新しく参画する市 など

2017 2018 2019 2020 2021

講座数 12 21 32 32 36

参加人数 244 418 540 587



事業の他の活動

 地域系部活動「地域探究部」

 学校設定科目「ふるさと探究」

派生した活動・周知

 県外高校の職員研修会の依頼

 地域の中学校の総学の授業依頼

 近隣の小学校への訪問

 県内大学生との交流

協働体制の広がり



０～１年目：広げる→２～３年目：畳む・つなげる
 １年目の準備と地域の協力で、

２年目はコロナ禍でも８割方の活動

 ３年目は、事業終了後の継続を見越した実践へ

（役割分担の強化、プロジェクトチームの再編）

 校内については、大がかりのものより真似しやすいもの

この３年間は、布石（囲碁の序盤）という意識で
 完成形ではなく、取捨選択する必要あり

事業が終わっても、活動を持続するために


